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豊
島
区
と
防
災
協
定
を
締
結
す

る
六
市
五
町
の
共
同
宣
言
に

基
づ
き
、
町
で
は
茨
城
県
常
陸
大
宮
市

へ
３
月
12
・
14
日
に
救
援
物
資
搬
送
を

行
い
、
後
日
、
常
陸
大
宮
市
長
が
来
庁

し
三
芳
町
と
の
「
絆
」
を
再
確
認
。

　

５
月
に
は
町
か
ら
保
健
師
を
福
島

県
大
熊
町
に
派
遣
。
11
月
に
行
わ
れ
た

「
お
お
く
ま
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
で
蒸

か
し
イ
モ
の
提
供
を
行
い
ま
し
た
。
大

熊
町
は
福
島
第
一
原
発
事
故
の
影
響

で
、
住
民
全
員
が
現
在
も
町
外
避
難
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
救

援
物
資
の
受
け
入
れ
も
行
い
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
物
資
は
当
時
、
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
に
避
難
さ
れ
て
い
た
被
災
者

に
提
供
し
、
さ
ら
に
東
入
間
青
年
会
議

所
の
協
力
で
、
被
災
地
に
送
ら
れ
ま
し

た
。

町
と
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
パ
ッ

ク
を
企
画
し
、
５
月
14
日
に
町
長
を
含

め
た
町
職
員
が
、
５
月
27
日
、
６
月
24

日
、
７
月
15
日
に
は
住
民
の
方
々
が
被

災
地
へ
向
か
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
し
て
、
ヘ
ド
ロ
や
瓦
礫
の
処
理
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　

広
報
み
よ
し
７
月
号
で
は
、
実
際
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
方
の
コ
メ

ン
ト
を
掲
載
し
、
被
災
地
へ
の
思
い
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
終
え
て
の
思
い

を
伝
え
ま
し
た
。

被災地支援

災害ボランティア
バスパックを実施

三
芳
町
で
は
震
度
５
弱

　

平
成
23
年
３
月
11
日

、
午
後
２

時
46
分
、
東
日
本
大
地
震
発
生
が
発

生
し
、
三
芳
町
で
は
震
度
５
弱
を
観

測
。
地
震
発
生
直
後
「
三
芳
町
警
戒

本
部
」
を
設
置
。
災
害
対
策
グ
ル
ー

プ
を
中
心
に
各
課
が
連
携
し
て
対
策

に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

各
地
で
停
電
が
起
こ
り
、
電
車
が

ス
ト
ッ
プ
し
、
信
号
機
も
止
ま
り
、

渋
滞
が
発
生
。
多
く
の
人
が
自
宅
に

な
か
な
か
帰
宅
で
き
な
い
「
帰
宅
困

難
者
」
に
。
川
越
街
道
に
は
電
車
が

止
ま
っ
て
い
る
た
め
、
長
距
離
を
歩

い
て
帰
宅
の
路
に
つ
く
人
が
多
く
み

ら
れ
ま
し
た
。

　

「
ガ
ソ
リ
ン
不
足
」
「
水
不
足
」

「
食
糧
難
」
「
計
画
停
電
」
…
…
。

日
本
中
が
混
乱
に
陥
っ
た
あ
の
日
か

ら
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
震
災
前
の

日
常
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
被

災
地
で
は
復
興
に
向
け
て
歩
ん
で
い

る
途
中
で
す
。
震
災
を
決
し
て
風
化

さ
せ
な
い
よ
う
に
、
こ
の
一
年
を
振

り
返
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

震災の日。信号機が止まり
警察官が手信号で誘導

震
災
か
ら
１
年

　
　

防
災
担
当
課
よ
り

　

長
く
大
き
な
地
震
と
は
縁
の
な

か
っ
た
三
芳
町
で
し
た
が
、
今
回
の

震
災
で
は
震
度
５
弱
を
観
測
し
、
瓦

の
崩
落
や
停
電
、
帰
宅
困
難
者
の
発

生
な
ど
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
震
災
の
影
響
は
様
々
な
混
乱
を

生
み
、
私
た
ち
の
日
常
と
意
識
を
大

き
く
変
え
ま
し
た
。

　

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
震
災

に
は
、日
々
の
準
備
が
不
可
欠
で
す
。

非
常
用
の
水
や
食
料
な
ど
を
揃
え
て

お
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
も

し
も
の
と
き
に
心
強
い
の
は
、
地
域

の
つ
な
が
り
で
す
。
被
災
地
で
は
地

域
で
共
に
支
え
合
っ
て
困
難
を
乗
り

越
え
て
い
る
最
中
で
す
。
私
た
ち
も

そ
の
姿
に
学
び
、
日
ご
ろ
か
ら
、
近

く
に
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
声
を

か
け
、
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が
で

き
る
「
共
助
」
の
地
域
づ
く
り
を
進

め
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

【問い合わせ】
地域振興課防犯防災係
（内線265・266）

９
月
４
日
、
東
日
本
大
震
災
復

興
支
援
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
「
み

よ
し
ま
つ
り
」
を
開
催
。
被
災
地
に
向

け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
来
場
者
か
ら
も
ら

い
、
10
月
号
の
広
報
に
掲
載
。
さ
ら
に

復
興
支
援
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
エ
コ
バ
ッ
ク
を

販
売
し
、
そ
の
収
益
と
ま
つ
り
協
賛
金

等
の
収
入
の
一
部
を
義
援
金
と
し
て
被

災
地
に
送
り
ま
し
た
。

　

町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
ギ
フ

ト
」
が
被
災
し
た
障
が
い
児
の
た
め
に
、

絵
や
エ
コ
バ
ッ
ク
を
売
っ
た
収
益
を
送

る
即
売
会
を
実
施
。
メ
デ
ィ
ア
に
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
町
の
行
事
の
際
に
募
金

を
募
り
、
１
月
末
日
現
在
で
集
ま
っ
た

義
援
金
の
総
額
は
１
千
７
百
万
円
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
町
で
は
、
で
き
る
こ
と
を
考

え
、
支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

随
時
、
町
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
な
ど
で
放
射
性
物
質
の
検

査
結
果
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
全

国
に
先
駆
け
、
農
業
者
が
行
う
農
産
物

の
放
射
線
影
響
自
主
検
査
の
費
用
に
対

し
て
、
そ
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を

創
設
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
２
月
13
日
か
ら
は
簡
易
型

放
射
線
測
定
器
の
貸
し
出
し
を
開
始
し

ま
し
た
。
貸
し
出
し
に
つ
い
て
の
詳
細

は
２
月
号
の
広
報
み
よ
し
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

義援金と被災地
へのメッセージ

家庭での防災対策
いざというときのため、普段から
防災意識を持ちましょう

家具等の転倒防止…家具の固定の方法

は色々ありますが、一般的にはＬ金具

や支え棒で固定します。また、冷蔵庫

や大型テレビなども危険なので、転倒

防止ベルトなどでの固定が必要です。

　家具の固定は就寝場所だけではな

く、避難路を確保するために扉などの

出入口付近にある物についても必要で

す。

　壁や家具に傷が付いてしまいます

が、命には替えられません、是非実行

してください。※二段重ねの家具など

は、つなぎ目部分の固定も必要です。

食糧飲料水等の備蓄…町では災害に備

えて災害物資を備蓄していますが、災

害の被害状況によっては援助を受ける

までには時間がかかる場合も考えられ

ます。各家庭でも、3日程度の非常用

物品の備蓄をお願いします。

避難所及び避難路の確認…町では各小

中学校を、避難場所として指定してい

ます。日頃から、ご自身の避難場所、

避難経路の確認をしておきましょう。

災害の状況によっては、予定していた

避難路が寸断される状況も考えられま

すので、複数の避難経路の確認が必要

です。

　※避難する場合は、単独で行動する

のではなく隣近所に声を掛け合い避難

しましょう。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
23
年
３
月
11
日

午
後
２
時
46
分

　
　
　
　
　

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
１
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

被
災
地
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

原発事故による
放射性物質の対応

13 12


